
















要約

  本論では、 実際に望まない妊娠をする女性の立場から、避妊を実行したり、教育や相

談サーピスの受け手である女性の立場から、「望まない妊娠」について考察する。  1)大

阪・阪南中央病院における人工妊娠中絶の実態調査、及び同病院の医師へのインタピュー

2) 女性への個人インタビュー、 3)民間団体であるウイメンズセンター大阪での相談事例、

を実施する中で、確実な避妊が実行できないのは、知識や避妊具、 避妊法へのアクセス

が不足しているというよりも、知識と行動のギャップが問題であるということが示唆され

た。「望まない妊娠の背景には、男女の不均衡な力関係があり、その解決に女性が男性と

対等に向き合えるようなエンパワーメントが必要である。具体的な政策の一つとして、サ

ービスを提供する側がエンパワーメントの視点を高めるために、「ジェンダー・センシテ

ィヴィティ・トレーニング」が果たす役割について議論する。


